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１．はじめに 

本工事は，岐阜県高山市の飛騨高地山間部において，小水力発電施設を建設するものである．当該工事箇所

は，1,500m～1,800m 級の山々に囲まれ，外部との連絡や通信が不可能であった．また，昨今の要員不足にお

いて，いかに施工管理を省力化するかも課題であった．本稿では，通信網がまったく無い超山間部における小

水力発電施設建設工事において，通信網確保と ICT の有効活用による生産性向上を目的に導入した衛星ブロー

ドバンドインターネットサービスの特徴と実用性について紹介する． 

２．工事の特徴と課題  

当該工事箇所周辺（図-1）は，電話

回線がなく，携帯電話もサービスエリ

ア外であった．現場では外部との連絡

が一切できないため，通常業務および

緊急時の連絡体制が確立できない状

態であった．連絡可能となるエリアま

では車で約 30 分を要するため，現場

外部との連絡調整，資機材の注文の度

に下山する必要があり，往復 1時間と

いう無駄な移動時間が生じると考え

られた． 

これは協力会社職員も同様であり，現場管理者が長時間現場を離れ，かつその者と連絡がとれなくなること

は施工管理上，大きなリスクになると考えられた．現場内における連絡体制として，無線機の使用を検討した

が交信距離は約 200～300m 程度であり，高い木々にも邪魔され，まともに通話ができる範囲は限られていた．  

また，インターネットの使用もできないため，気象情報（警報・注意報）や地震等の情報が入手できず，不

慮の事態に対しての適切な措置を講じることが困難な状態であった．当該工事は山間部かつ河川近傍での工事

であるため，ゲリラ豪雨といった急激な気象変化による河川の増水や，土石流などの自然災害による被害を防

止するためには，誰でも気象情報を入手できる環境を整備する必要があった． 

上記より，課題として，現場内および外部との連絡体制の確立，気象情報などの防災に必要な情報入手のた

めの通信体制を確立すること，また連絡体制もままならないという条件下で，いかに施工管理の省略化を図る

ことが挙げられた． 

３．解決策  

（１）衛星ブロードバンドインターネットサービスの導入  

災害時の非常通信手段の回線として地方自治体や医療機関での活用例の多い「IPSTAR 衛星通信」を導入し

た．この衛星は，通常の衛星の約 20 倍（45Gbps 程度）の最大通信容量を持った世界最大の通信衛星であり，

衛星通信用アンテナと専用モデムを設置することで，衛星電話およびインターネットの利用が可能となる．当

現場では，この衛星通信用アンテナと専用モデムを現場詰所に設置した（図-2）． 
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写真-2 ビデオ通話状況 

（２）Wi-Fi ルーター・Wi-Fi アンテナの設置 

現場詰所に Wi-Fi ルーターを設置（写真-1）するとともに，IPSTAR 衛星のモデムを介して主要作業箇所ま

でを光ケーブルで配線し，Wi-Fi アンテナを設置した．これにより，主要作業箇所におけるインターネットの

利用および「Skype for Business」などのアプリによるスマートフォン，iPad でのビデオ通話・メール等の

利用を可能とした．協力会社においても，同様のアプリの利用により，現場内外との連絡が可能となった．  

４．結果と評価 

（１）IPSTAR 衛星通信の導入  

IPSTAR 衛星通信の導入により，現場詰所内における通話やメールおよびインターネットの利用といった通

信網が構築できた．衛星電話の通話品質は，通話の音声に関しては通常の固定電話や携帯電話と遜色はないが，

通話直後，音声にタイムラグを感じることがある．インターネットの通信速度については，パソコンの場合，

最大通信速度上り 4Mbps，下り 2Mbps のため，光回線に劣る部分はるものの，工事現場での適用には気象情報

などのデータ容量の小さいサイトを閲覧するだけであれば，まったく支障はなかった． 

（２）Wi-Fi ルーター・Wi-Fi アンテナの設置 

IPSTAR 衛星通信に Wi-Fi 通信を組み合わせ，現場内の通信網を拡張した．

これにより，現場詰所内だけでなく，点在する主要作業箇所内においても電

話や通信サービスの利用が可能となり，現場内での情報共有が円滑となった． 

現場外では「Skype for Business」を利用した通話およびビデオ通話を活

用し，立会をはじめとした施主対応，工事事務所にいる職員が施工状況や進

捗を遠隔で確認した．また，本事務所内の共有サーバーにアクセスすること

ができるので，現場にいながらファイルや図面の確認，修正が可能となった． 

ビデオ通話は，映像の画質は良く，タイムラグもほとんどない（写真-2）．当現場のような工事事務所から

現場まで約 35km を車で片道 1 時間以上要するような状況下においても，無駄な移動時間の削減やスムーズな

意思疎通が図れた．また，工事事務所だけでなく，本社技術部の支援が必要な場合に現地からのビデオ通話に

てリアルタイムな対応が可能となり，施工管理の省力化にも繋がった．また，設置期間を 2年間として IPSTAR

衛星システムを導入した場合と，導入しない場合の職員や職長の移動時間などのロスをコスト換算し，導入に

よる費用対効果を試算した結果，38％のコスト削減を実現できた． 

５．まとめ 

IPSTAR 衛星通信は，当現場の様な超山間部の現場や昨今頻発する自然災害時の災害復旧現場において非常

に有効な通信手段であると考える．当現場では，Wi-Fi 通信を組み合わせることで通常の現場と同等の通信体

制を確立することができた．今後，衛星電話のタイムラグ解消やインターネットの通信速度が向上されれば，

より一層有用性の高いサービスになり，総労働時間短縮に寄与できると考える． 

専用モデム

図-2 衛星通信の概要図 

通信網を構築 
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写真-1 衛星通信機器の設置状況 
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